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最近，我々は，キチナーゼと対照遺伝子の発現レベルを同じスケールで定量と比較するため，一
つの標準 DNA を用いた定量 PCR システム (qPCR) を確立した。この研究において，我々は，キチ
ナーゼ様タンパク質 (CLPs) を解析するため，すでに確立した定量法を応用した (図1)。少量から
大量の転写産物を定量することで，real-time PCR の感度と信頼性を評価することができる。我々
の real-time PCR 法は定量において広いダイナミックレンジ，高い正確性，そして高い敏感性を提
供する（図 2）。Ym2 primer は，Ym1/AMCase と Ym2 にクロス反応を起こした。そこで，pGEM-T 
Easy の配列を含んだ直鎖の標準 DNA を調製した。 この pGEM-T Easy を含むマウス Refs/CLPs 
標準 DNA を用いることにより， Ym2 primer のクロス反応の問題を克服でき，Ym1 と Ym2 を同じ
スケールで，区別して定量することができる （図1 と図 2）。

図 1. pGEM-T Easy 配列を含むマウス
Refs/CLPs 標準 DNA の作成

図 2. 標準 DNA の標準曲線

マウス組織における CLPs の発現レベルを評価するため，我々は， pGEM-T Easy を含むマウス
Refs/CLPs 標準 DNA を用いた定量システムを発展させた。

この技術は，同じスケールで複数遺伝子の mRNA レベルの定量と比較にとてもよく適している。
我々の方法は，生物医工学だけでなく，臨床で実用的な用途にも適用可能である。
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